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１ 自殺者数の推移
○平成10年に自殺者数が急増し、以来8年連続で3万人を超える水準で推移。
（1日平均80人以上が自殺により死亡）
○自殺者数の急増は、男性中高年の自殺者数の増加が主因。

（１） 男女別自殺者数の推移 （図表１）
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警察庁資料（自殺の概要資料より）

（２） 年齢別の自殺者数の推移 （図表２）
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２ 自殺による死亡率の推移
○男性の自殺死亡率は、戦後2回のﾋﾟｰｸ。一方、女性は概ね低下傾向。
○男性の自殺死亡率は、現在、戦後最も高い水準。
○男女とも加齢により、自殺死亡率が高くなり、男性は60歳前後と85歳以上の二つのﾋﾟｰｸ。
（１） 男女別の自殺死亡率の推移 （図表３）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

S23 S25 S27 S29 S31 S33 S35 S37 S39 S41 S43 S45 S47 S49 S51 S53 S55 S57 S59 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16

総数 男性 女性

※ 人口１０万人当たりの自殺者の数 厚生労働省資料（人口動態調査より）

※ 総数には「５～９歳」及び年齢不詳を含む。 （厚生労働省資料）

（2） 平成16年の年齢別・男女別の自殺死亡率 （図表４）
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３ 年齢別・男女別の自殺による死亡率の推移 （図表５）
○男性については、各年齢階層とも平成10年に増加。特に、35歳～64歳の階層で増
加が著しい。65歳以上の階層は、高い水準にはあるものの減少傾向。
○女性については、各年齢階層とも平成10年に若干の増加は見られるものの、男性
に比べると変化の幅は小さい。55歳以上の階層は減少傾向。
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自殺死亡統計：地域での自殺予防のために（国立保健医療科学院 藤田利治）
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死　　因 割合(%) 死　　因 割合(%) 死　　因 割合(%) 死　　因 割合(%) 死　　因 割合(%)

総数 悪性新生物 33.6 心疾患 14.4 脳血管疾患 10.9 肺　　　炎 9.8 不慮の事故 4.2

０歳
先天奇形、変形及び
染色体異常 32.8

周産期に特異的な呼
吸障害等 13.8 乳幼児突然死症

候群
6.5 不慮の事故 6.2

胎児及び新生児の出
血性障害等 5.6

１～４ 不慮の事故 21.5
先天奇形、変形及び
染色体異常 15.5 悪性新生物 8.5 肺　　　炎 5.7 心　疾　患 4.8

５～９ 不慮の事故 40.3 悪性新生物 18.8
心疾患・先天奇形変
形及び染色体異常 4.6 - - その他の新生物 4.2

10～14 不慮の事故 29.4 悪性新生物 16.9 自　　　殺 7.8 心　疾　患 6.6 肺　　　炎 4.2

15～19 不慮の事故 38.8 自　　　殺 26.3 悪性新生物 8.4 心　疾　患 6.5 その他の新生物 1.7

20～24 自　　　殺 40.0 不慮の事故 29.4 悪性新生物 7.1 心　疾　患 6.3 脳血管疾患 1.4

25～29 自　　　殺 44.2 不慮の事故 21.1 心　疾　患 8.1 悪性新生物 7.5 脳血管疾患 2.6

30～34 自　　　殺 40.5 不慮の事故 17.0 心　疾　患 10.5 悪性新生物 10.2 脳血管疾患 3.7

35～39 自　　　殺 32.3 悪性新生物 14.0 不慮の事故 13.9 心　疾　患 12.4 脳血管疾患 7.4

40～44 自　　　殺 26.5 悪性新生物 18.1 心　疾　患 14.5 不慮の事故 10.0 脳血管疾患 8.5

45～49 悪性新生物 25.8 自　　　殺 19.8 心　疾　患 14.1 脳血管疾患 9.5 不慮の事故 7.7

50～54 悪性新生物 33.6 心　疾　患 14.2 自　　　殺 13.2 脳血管疾患 9.2 不慮の事故 6.4

55～59 悪性新生物 40.2 心　疾　患 14.2 自　　　殺 9.1 脳血管疾患 8.9 不慮の事故 5.2

60～64 悪性新生物 45.3 心　疾　患 13.9 脳血管疾患 8.5 自　　　殺 5.0 不慮の事故 4.3

65～69 悪性新生物 46.2 心　疾　患 13.6 脳血管疾患 9.1 肺　　　炎 4.5 不慮の事故 3.6

70～74 悪性新生物 44.0 心　疾　患 13.3 脳血管疾患 10.0 肺　　　炎 6.5 不慮の事故 3.4

75～79 悪性新生物 38.0 心　疾　患 13.8 脳血管疾患 11.4 肺　　　炎 9.7 不慮の事故 3.4

80～84 悪性新生物 30.4 心　疾　患 14.7 肺　　　炎 13.5 脳血管疾患 12.8 慢性閉塞性肺疾患 3.2

85～89 悪性新生物 23.2 肺　　　炎 17.4 心　疾　患 16.0 脳血管疾患 13.6 慢性閉塞性肺疾患 3.2

90～ 肺　　　炎 21.8 心　疾　患 17.3 悪性新生物 15.3 脳血管疾患 13.1 老　　　衰 6.6

総数 悪性新生物 25.9 心疾患 17.9 脳血管疾患 13.9 肺　　　炎 10.0 老衰 3.9

０歳
先天奇形、変形及び
染色体異常 36.9

周産期に特異的な呼
吸障害等 14.3 不慮の事故 5.5 胎児及び新生児の出血性障害・

乳幼児突然死症候群 5.1 - -

１～４ 不慮の事故 19.4 先天奇形、変形
及び染色体異常

16.8 悪性新生物 9.1 肺　　　炎 6.7 心　疾　患 5.3

５～９ 不慮の事故 26.4 悪性新生物 17.5
先天奇形，変形及び
染色体異常 10.2 その他の新生物 6.1 心　疾　患 5.7

10～14 悪性新生物 20.5 不慮の事故 19.2 心疾患 8.7 自　　　殺 7.0 その他の新生
物・肺炎

4.8

15～19 自　　　殺 32.6 不慮の事故 24.4 悪性新生物 10.8 心　疾　患 4.8
先天奇形、変形及び
染色体異常 3.3

20～24 自　　　殺 42.4 不慮の事故 17.0 悪性新生物 11.3 心　疾　患 4.9 脳血管疾患 1.9

25～29 自　　　殺 39.6 悪性新生物 16.1 不慮の事故 12.9 心　疾　患 5.6 脳血管疾患 2.7

30～34 自　　　殺 31.0 悪性新生物 28.6 不慮の事故 7.8 心　疾　患 5.8 脳血管疾患 3.6

35～39 悪性新生物 38.4 自　　　殺 20.0 心　疾　患 8.3 不慮の事故 6.3 脳血管疾患 5.7

40～44 悪性新生物 47.3 自　　　殺 14.6 脳血管疾患 7.7 心　疾　患 7.1 不慮の事故 5.2

45～49 悪性新生物 51.1 自　　　殺 9.2 脳血管疾患 9.0 心　疾　患 7.9 不慮の事故 4.8

50～54 悪性新生物 55.2 脳血管疾患 8.9 心　疾　患 8.0 自　　　殺 6.6 不慮の事故 3.9

55～59 悪性新生物 55.6 脳血管疾患 9.0 心　疾　患 8.4 自　　　殺 5.3 不慮の事故 3.7

60～64 悪性新生物 51.2 心　疾　患 10.2 脳血管疾患 9.4 自　　　殺 4.0 不慮の事故 3.5

65～69 悪性新生物 46.3 心　疾　患 12.6 脳血管疾患 10.0 不慮の事故 3.5 肺　　　炎 3.4

70～74 悪性新生物 40.4 心　疾　患 14.6 脳血管疾患 11.3 肺　　　炎 5.0 不慮の事故 3.5

75～79 悪性新生物 32.5 心　疾　患 17.2 脳血管疾患 13.3 肺　　　炎 7.1 不慮の事故 3.3

80～84 悪性新生物 24.7 心　疾　患 19.4 脳血管疾患 15.3 肺　　　炎 9.9 不慮の事故 3.1

85～89 心　疾　患 20.9 悪性新生物 18.0 脳血管疾患 16.4 肺　　　炎 13.0 老　　　衰 4.0

90～ 心　疾　患 21.6 肺　　　炎 15.9 脳血管疾患 15.7 老　　　衰 10.7 悪性新生物 10.6

※１ ［１］
［２］

4
［３］

　２ 　構成割合は、それぞれの年齢階級別死亡数を１００とした場合の割合である。
（厚生労働省資料）

４　平成１７年中における年齢別・男女別の死因順位

第４位

死因順位は死亡数の多いものからとなっているが、同数の場合は、同一順位
に死因名を列記し、次位を空欄とした。

○男性については、総死亡者の死因のうち自殺は第6位。20歳～44歳の階層
で自殺が第1位。20歳～34歳の階層では、死因の40％以上が自殺。

○女性については、総死亡者の死因のうち自殺は第8位。15歳～34歳の階層
で自殺が第1位。20歳～24歳の階層では、死因の40％以上が自殺。

（図表６）

心疾患←心疾患（高血圧性を除く）、呼吸障害及び心血管障害←周産期に特
異的な呼吸障害及び心血管障害、胎児の出血性障害←胎児及び新生児の出

男性

女性

第５位
年齢階級

第１位 第２位

乳児（０歳）の死因については乳児死因簡単分類を使用している。

死因名は次のように省略した。

第３位
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５ 国際的に見た我が国の自殺死亡率
○統計のある諸外国の中では自殺者数は５番目、自殺率は10番目に高い水準。

○自殺の実態は国により様々であり、実態に応じた対策が必要。

ＷＨＯ資料（ｼﾞｮｾ.M.ﾍﾞﾙﾄﾛｰﾃ作成）

（１） 国別の自殺者数と自殺率 （図表７）

WHO資料（人口１０万人当たりの自殺者の数）
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（２） 年齢別・男女別の自殺死亡率の比較 （図表８）

国別自殺数 (x 1000)

1. 中国 170
2. インド 105
3. ロシア 55
4. 米国 31
5. 日本 30
6. ウクライナ 13
7. ドイツ 11
8. フランス 10
9. 韓国 9
10. ブラジル 7

国別自殺率 (人口10万人あたり）

1. リトアニア 42.1
2. ロシア 38.7
3. ベラルーシ 35.1
4. カザフスタン 28.8
5. スロベニア 28.1
6. ハンガリー 27.7
7. エストニア 27.3
8. ウクライナ 26.1
9. ラトビア 26.0
10. 日本 23.8
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1990年 2000年

フィンランド 日本

国のレベルで自殺予防対策を
実施し自殺死亡率が３割低下

※ 人口１０万人当たりの自殺者の数 （防衛医科大学校 高橋祥友教授提供資料）

フィンランドと日本の自殺死亡率の比較 （図表９）

（３） 自殺予防対策の効果
〈フィンランドの自殺者数及び自殺死亡率の推移〉

○1986年から自殺予防のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを開始。
（1986～1991年が研究期、1992年～1996年が実行期）
○自殺死亡率を20％減少させることを目標。
○1990年の自殺死亡率は30.4であったが、2005年には20.5と約3割減少。

フィンランドの自殺予防対策（図表１０）

• 戦略名the National Suicide Prevention Project(1986-1996)
– 自殺は様々な社会経済文化的要因が相互に影響を及ぼした結

果であると考え、医療、福祉、学校、軍、教会等なども参加し、国
が主導し地方や地域などの施策を調整し自殺予防対策を行った。

• 目標
– 自殺率を20％ 減少させる（達成済）

• 活動
– 自殺に関する正しい知識や情報の普及啓発教育
– メンタルヘルスサービスへのアクセスを改善する
– 危機介入
– 自殺の手段へのアクセスを低下させる
– Health professional（健康関連従事者）への研修
– 並存する要因を発見するトレーニング
– 自殺未遂者のモニタリング
– 自殺予防介入のリスクが高い個人を把握する
– 自殺未遂者への治療や支援
– 遺族に対する支援
– マスコミ報道に関するガイドラインを作成

自殺予防プロジェクト

研究期 実行期

３０．４

２０．５
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※ 人口10万人当たりの自殺者の数 （厚生労働省資料）
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（２） 住所地・発見地別の自殺による死亡率 （図表１２）

※ 平成16年中における人口10万人当たりの自殺者の数

（厚生労働省、警察庁資料により内閣府で作成）

６ 都道府県別の自殺死亡率
○北東北、日本海側、南九州で高い傾向。平成10年の急増時以降は全都道府県で
増加。
○いわゆる自殺の名所が存在する県は、域外者の自殺が多く、地域の実態に応じた
対策が必要。

（１） 平成９・１５年の自殺による死亡率の比較 （図表１１）
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７ 自殺の原因・動機
○健康問題が第1位であり（平成17年の自殺者の46％）、経済・生活問題（同24％）
が第2位。
○平成10年の急増時の増加率は、経済・生活問題が170％と著しい増加。
（１） 原因・動機別の自殺者数の推移 （図表１３）

家庭問題

（人）

対前年比：１２３％

13,659

16,769
健康問題

15,416

14,786

15,014

対前年比：１７０％

3,556

6,058

経済生活問題

7,756

7,947
8,897

勤務問題

男女問題
学校問題

そ の 他

不　　詳

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H 1 H 2 H 3 H 4 H 5 H 6 H 7 H 8 H 9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

※ 自殺者で「遺書あり」及び「遺書なし」を問わず、自殺の原因を捜査して判明したものを計上。

警察庁資料（自殺の概要資料より）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～１９

２０～２９

３０～３９

４０～４９

５０～５９

６０～

不詳

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～１９

２０～２９

３０～３９

４０～４９

５０～５９

６０～

不詳

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～１９

２０～２９

３０～３９

４０～４９

５０～５９

６０～

不詳

※自殺者のうち「遺書あり」のみを対象とし、原因等が判明したものを計上。

警察庁資料（自殺の概要資料より）

家庭問題 健康問題 経済・生活問題 勤務問題

男女問題 学校問題 その他 不詳

（２） 平成１７年の男女別・年齢別の自殺の原因・動機 （図表１４）

（男性） （女性）
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自 営 者

管 理 職

被雇用者

（人）

主婦・主夫

無 職 者

学生・生徒
不　　詳

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

S53 S54 S55 S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H 1 H 2 H 3 H 4 H 5 H 6 H 7 H 8 H 9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17

被雇用者▲ 無 職 者 学生・生徒

８ 職業別の自殺者数
○無職者（失業者を含む）の構成比は、昭和53年以降自殺者総数のうち40～48％で推移。
職業別の自殺者数の推移 （図表１５）

※ 「主婦・主夫」については、H11年までは主婦（女性）のみを計上。

警察庁資料（自殺の概要資料より）

93686115,4092,7058,3126293,700H17

1,11775614,9592,7627,3016964,366H12

66761710,3572,2495,3334112,811H 7

43850910,4562,3464,9253552,317H 2

不 詳主婦・主夫管 理 職自 営 者◆ ■ × ● │■
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９ 子どもの自殺
○平成10年の自殺者数の急増時から600人前後の横ばい状態。自殺者全体に占め
る割合は、概ね2％前後で推移。
（１） 子どもの自殺者数の推移 （図表１６）

20.6% 28.2% 10.0% 8.8%

23.2% 28.2% 11.9% 8.5%

24.8% 22.3% 8.9% 17.2%

18.5% 26.9% 12.3% 14.6%

25.7% 24.6% 12.0% 10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H13年

H14年

H15年

H16年

H17年

学校問題 健康問題 家庭問題 男女問題 経済生活問題 勤務問題 その他 不詳

※ 自殺者のうち、５～１９歳以下を計上。 （厚生労働省資料）

（２） 子どもの自殺の原因・動機の推移 （図表１７）

※ 19歳以下の自殺者で「遺書あり」のみを対象とし、原因等が判明したものを計上。

警察庁資料（自殺の概要資料より）
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ア 文部科学省資料

（３） 児童・生徒の自殺者数の推移 （図表１８）

※１ 文部科学省資料は年度（４月～翌３月）集計、警察庁資料は年（１月～１２月）集計。

２ 警察庁資料は私立公立学校を含んでいるが、文部科学省資料は公立学校のみ。

３ 文部科学省資料は「生徒指導上の諸問題の現状について」から、警察庁資料は「自殺

の概要資料」より引用。

イ 警察庁資料

0
50
100
150
200
250
300
350

総数 279 287 233 318 284 288

小学生 10 11 5 10 10 7

中学生 93 78 54 83 70 66

高校生 176 198 174 225 204 215

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７

0

50

100

150

200

250

300

350

総数 147 134 123 137 126 105

小学生 4 4 3 5 4 3

中学生 49 37 36 34 31 26

高校生 94 93 84 98 91 76

Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７
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１０ 自殺の特徴
（１） 精神障害等の労災認定件数と長時間残業との関係 （図表１９）

0
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40
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140

１３年度 １４年度 １５年度 １６年度 １７年度

精神障害 うち自殺

52%

12%

22%

14%

45時間未満 45～79時間

80～99時間 100時間以上

精神
障害
無
25% 精神

障害
有
75%

脳・心臓疾患及び精神障害等に係
る労災補償状況について（平成１８
年５月３１日～厚生労働省発表）

労災認定件数の推移 労災認定された自殺者の
月の残業時間別の割合

労災認定された自殺事案における長時
間残業の調査 黒木宣夫

（平成15年度委託研究精神疾患発症と
長時間残業との因果関係に関する研究
主任研究者高田勗）

その他
10%

アルコー
ル・薬物
依存等
18%

統合失
調症等
26%

うつ病
等
46%

自殺企図者の

７５％に精神障害

精神障害の約半数が

うつ病等

自殺の危険因子としての精神障害

―生命的危険性の高い企図手段をもちいた自殺失敗者の診断学的検討―

飛鳥井望（精神神経誌 ９６: ４１５－４４３, １９９４）

うつ病等精神障害経験者
の４人に３人は医療機関
で治療を受けていない

心の健康問題と対策基盤の実態に関する研究

主任研究者 川上憲人
（平成１４年度厚生労働科学特別研究事業）

受診
あり

受診
なし

（２） 自殺の背景としての精神疾患 （図表２０）




